
研究を進めるにあたっての
遵守・留意 事項

～ 研究支援・産学連携センター ～
(研究・地域連携部)



研究倫理に関するe-learningの受講

○問い合わせ先 → 研究推進課 総括・企画G（内線：5851,6851）

科研費申請時の確認・誓約も含め、研究を遂行するには事前に研究倫理教育の受講が義務付けられています。
本学では、「研究倫理教育計画（研究活動に係る不正行為防止委員会 決定）」に基づき、研究倫理教育を実施してい
ます。
研究に関わる方は、e-learning （eAPRIN） の受講が必須となります。また、５年毎の受講が必要です。

研究倫理教育受講状況管理名簿 登録

受講方法（研究倫理教育受講状況管理名簿への登録まで）

（研究推進課）
受講修了確認

（受講者）
受講修了報告

（受講者）
コース選択・単元

受講

（研究推進課）
基本情報登録
マニュアル送付

（受講者）
受講申込

基本情報提出
（所属部局経由）

（研究推進課）
移管確認

（受講者）
移管対応

（eAPRINの場合）

（研究推進課）
移管処理

（eAPRINの場合）

（研究推進課）
修了証確認

（受講者）
修了証提出

他機関で受講済の方初めて受講する方 eAPRIN で受講するコース・単元

関わる研究の分野・内容から「APRIN e-ラーニン
グプログラム（eAPRIN）」で設定する以下の１から
３の中から適宜選択し受講する。１から３の選択
が適当でない場合は４を受講する。また、５は全
員が受講する。

１ JSTコース（１） （生命医科学系） ７単元

２ JSTコース（２） （理工系） ７単元

３ JSTコース（３） （人文系） ５単元

４ 基本コース ６単元

５ 共通コース ２単元

※受講例

・ JSTコース（１）７単元 ＋ 共通コース２単元 計９単元

・ JSTコース（２）７単元 ＋ 共通コース２単元 計９単元

・ JSTコース（３）５単元 ＋ 共通コース２単元 計７単元

・ 基本コース６単元 ＋ 共通コース２単元 計８単元



法令を遵守した教育・研究の実施

○問い合わせ先 → ①～④ 研究推進課 総括・企画G（内線：6851,6850,5851）
○問い合わせ先 → ⑤ ＲＩ総合実験センター（内線：6093）
○問い合わせ先 → ⑥ 地域連携推進課 産学連携・知財G（内線：6494）

①動物実験等の実施、②遺伝子組換え生物等実験、③バイオセーフティ関係、④人を対象とする医学系研究倫理、
⑤放射線業務従事、⑥安全保障輸出管理 の内容を含む教育・研究等を実施する場合は、事前承認等が必要です。
必ず実施する前に必要な届出を行い、承認等を受けてから開始してください。

哺乳類、鳥類及び爬虫類
の生体を用いる全ての動
物実験等

（実施者） 書類提出

動物実験計画書

（研究推進課）書類受理

動物実験委員会

審議・承認

（実施者）

動物実験

実施

人体から取得された試料、人の体
の一部を用いた研究等

（実施者） 書類提出

研究計画倫理審査申請書

研究計画書

（研究推進課）書類受理
岩手大学人を対象とする医学

系研究倫理審査委員会
審査・承認

（実施者）

研究実施

海外への渡航/貨物・技術の持ち出
し、海外からの研究員の受入等

（教員） 書類提出

安全保障輸出管理事前チェックリスト

（貨物の場合）該非判定書

(研究員受入の場合）研究員の履歴書

（地域連携推進課）書類受理

地域連携推進課における

審査・許可通知

（教員）

輸出実施

遺伝組換え生物等を用い
た全ての実験等

（実施者） 書類提出
第二種使用等拡散防止措置確

認申請書 他、該当する書類

（研究推進課）書類受理
遺伝子組換え生物等安全委員会

審議・承認

（実施者）

遺伝子組換え生物等実験

実施

（従事者/取扱者）

RI講習会受講

（従事者/取扱者）

RI総合実験センター等
での業務開始

（従事者/取扱者） 書類提出

放射線取扱者登録申請書

ＲＩ総合実験センター使用申請書

（RI総合実験センター）書類受理

従事者登録
RI総合実験センター等での
業務従事者

（実施者） 書類提出

BSL2、BSL3実験室使用届
他、該当する書類

（実施者）

講習会/教育訓練受講

BSL2、BSL3、特定病原体
等の保管や実験

（研究推進課）書類受理

バイオセーフティ委員会

審議・承認

（実施者）

病原体等の保管開始/

実験実施

（実施者）

講習会/教育訓練受講

（実施者）

講習会/教育訓練受講



不正行為の防止、粗悪学術誌への対処

近年、論文掲載料を目当てに、適切な査読を行わずに論文を掲載する粗悪な学術誌（いわゆるハゲタカジャーナル）が急増し、問題とな
っています。
研究成果として公開する論文の質の担保は、科学の健全な発展に不可欠なものです。また粗悪学術誌への投稿は、科学への国民からの信
頼を失いかねません。
どの学術誌に論文を投稿するかについては、研究者等の見識に基づいて、自ら主体的に判断すべきものですが、安易な論文投稿先の選択
は、研究成果に疑念を生じさせ、ひいては長期的に見て研究者等の業績や評価などに悪影響を及ぼす可能性があることから、投稿先につ
いては慎重に考慮する必要があります。
粗悪学術誌への対処方法として、例えば一定の評価基準の下、審査を受けた論文のみが登録されたScopus（エルゼビア社論文データベー
ス https://www.scopus.com/sources.uri）に掲載されている著書や雑誌かどうかを確認する方法があります。
Scopusは本学で活用できますので、投稿先のジャーナルの選択のみならず、共同研究の相手方の選考などにぜひご活用ください。

「不正行為」とは、研究者倫理に背馳し、研究活動及び研究成果の発表において、その本質ないし本来の趣旨
を歪め、科学コミュニティの正常な科学的コミュニケーションを妨げる行為をいい、具体的には、得られたデ
ータや結果の捏造、改ざん、及び他者の研究成果等の盗用が、不正行為に該当するほか、他の学術誌等に既発
表又は投稿中の論文と本質的に同じ論文を投稿する二重投稿、論文著作者が適正に公表されない不適切なオー
サーシップなどが不正行為として含まれうる。
「特定不正行為」とは、故意又は研究者としてわきまえるべき基本的な注意義務を著しく怠ったことによる、
投稿論文など発表された研究成果の中に示されたデータや調査結果における捏造、改ざん、盗用のいずれかに
該当する行為をいいます。

文部科学省における不正事案の公開について
・予算の配分又は措置により行われる研究活動において不正行為が認定された
事案（一覧）
https://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/fusei/1360484.htm

・［参考］不正使用事案（一覧）
https://www.mext.go.jp/a_menu/kansa/houkoku/1364929.htm

就業規則の規定に基づき、次に掲げる事項を遵守
してください。
一 不正行為を行わないこと。
二 不正行為に加担しないこと。
三 不正行為を第三者にさせないこと。



その他（研究機器・設備の共同利用）

○詳しくは → http://iwa-kiki.ccrd.iwate-u.ac.jp/

研究支援・産学連携センター研究基盤管理・機器分析ユニットでは、全学対象の共同利用の機器・設備を扱っていま
す。学内研究者および共同研究先はもちろん、民間企業等が有料で利用できます。
スタッフによるオペレーショントレーニングやデータ解析指導も行っており、一部装置については委託分析も可能です。

分析機器使用（１）



その他（研究機器・設備の共同利用）

○詳しくは → http://iwa-kiki.ccrd.iwate-u.ac.jp/

研究支援・産学連携センター研究基盤管理・機器分析ユニットでは、全学対象の共同利用の機器・設備を扱っていま
す。学内研究者および共同研究先はもちろん、民間企業等が有料で利用できます。
スタッフによるオペレーショントレーニングやデータ解析指導も行っており、一部装置については委託分析も可能です。

分析機器使用（２） 依頼分析


